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令和６年度 事業報告書 

 

Ⅰ 全般 

岡部俊哉理事長の下、公益法人としての誇りと自覚をもって、公益目的事業を積極

的に推進し、国防思想の普及啓発に努めた。 

令和６年度の事業は、年度の事業計画及び収支予算に基づき実施し、概ね計画通り

実施できた。 

 

Ⅱ 事業 

１ 国防思想の普及啓発事業 

国防思想の普及啓発を図るため、計画的に５回の国防問題講演会を開催するととも

に、機関誌「日本の國防」の頒布及びホームページの運営等の事業を実施した。 

 

（１）国防問題講演会の開催                                       

講演会をシリーズ化して講師を厳選し、国会議員等によるデスカッション等、多

くの聴講者に対して「国防問題に対する認識と理解を深め、国防思想の普及啓発」

を図ることができた。 

 

年 月 講 師 経 歴 演 題 聴講者 

令和６年 

５月 20 日 
錦田愛子 慶応大学教授 

中東情勢とイスラエル・ガザ

戦争 
57 名 

令和６年 

７月 17 日 
船倉慶太 航空幹部学校長 高級幹部の育成について 49 名 

令和６年 

10 月 3 日 
田中正人 防衛白書室長 令和６年版防衛白書説明 59 名 

令和６年 

10 月 30 日 
松原美穂子 

サイバーセキュリテ

ィ・ストラテジスト 

ウクライナと台湾情勢から学

ぶセキュリティの課題とは 

54 名 

 

令和７年 

１月２２日 

国会議員等

6 名 
 激動する国際情勢と日本 118 名 

合 計 

（前年度） 
337名 

（658名） 

 

 

（２）機関誌「日本の國防」の頒布 
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機関誌「日本の國防」を計画通り新年号として（第１４１）発刊した。 

この際、国会議員、企業及び自衛隊の機関に加えて、主要な公立図書館へも頒布 

を行った。 

 

機関誌 

「日本の國防」 

頒布先 

会員等 防衛省 
議員・企業

等 
図書館 

令和７年１月 新春号 

第 141 号 
443 部 25 部 58 部 10 部 

（※頒布先各幕監理部） 

（３）自衛隊施設等研修・見学事業  

陸・海・空の基地駐屯地研修・見学等を通じて、多くの会員及び一般参加者の国防に対す

る意識の高揚を図り、国防思想の普及を図った。 

 

時期 
参 加 概 要 

研修先 研修部隊等 研修内容 
参加人

員 

令和 6 年 6 月 21 日 厚木基地 第 4 航空群 航空機（P-１） 7 

8 月 15 日 靖国神社  慰霊参拝 56 

9 月 11 日～12 日 松島基地 
第 4 航空団 

松島救難隊 

ブルーインパルス(T4) 

救難機（U―125A） 
98 

10 月 27 日 浜松基地 第 1 航空団 航空祭 8 

12 月 5 日～7 日 石垣駐屯地 
八重山警備隊 

石垣海上保安部 
南西諸島の防衛 63 

12 月 3 日～4 日 広島地区 

陸 13 旅団 

海 呉地方隊、江

田島 

13 旅団の組織と隊区 

呉総監部 

江田島幹部学校 

36 

12 月 7 日 百里基地 第 7 航空団 航空祭 22 

令和 7 年 1 月 12 日 習志野演習場 第 1 空挺団 初降下訓練 27 

3 月 4 日 東富士演習場 第 1 空挺団 ヘリボン作戦 41 

3 月 20 日 横須賀地区 高等工科学校 第 68 期卒業式 12 

計 

（昨年度） 

370 

（463） 

 

会員獲得成果  法人会員（２社） 永年・名誉会員（20 名） 年度会員（130 名） 

 

（４）相談窓口業務 

    令和 6 年度中の本格的活動に備え次のような準備を整え、7 月には企業訪問を実

施その後、海上自衛隊等の不祥事のニュースが発信された為、8 月以降の活動を一時

保留とした。 

    ・CSR 訪問リスト等の作成(4 月)。 
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    ・CSR 活動キックオフ会議実施(5 月）。 

    ・企業訪問の実施(7 月)。 

 

 

（５）関係団体等との交流 

   国防問題講演会や賀詞交歓会を通じ国会議員と防衛関係団体との交流を図ること

ができた。また、駐屯地・基地・自治体等に積極的に赴き記念行事・慰霊祭・防災

訓練等に参加し協会の存在意義を知らしめた。 

 

（６）広報業務 

・昨年度作成済、幼児向け絵本「みんなを守る人図鑑」に続く、絵本等の基本計画

について検討を開始した。 

・ホームページを更新して講演会の要旨等国防に関する各種情報を提供し、国防思

想の普及啓発に努めた。 

・ホームページ閲覧後入会の問い合わせと年度会員への入会者があった。 

 

（７）カレンダー及びバッジ販売事業 

カレンダー及びバッジ（日の丸）の販売を通して、愛国心の高揚を図った。 

斡 旋 品 販売個数（前年度） 

カレンダー 「躍動」 150 部（110 部） 

バッジ 「日の丸」  6 個（8 個） 

 

 

Ⅲ その他 

１ 会員の増勢 

広告の継続、会員募集掲載の機関誌「日本の國防」の頒布拡大、自衛隊施設等研修・

見学事業の促進等に加えて、ホームページを通じて国防思想普及事業に連携する会員

の勧誘活動を推進した。 

会 員 新規入会数（前年度） 合計数 

年度会員 130 名（39 名） 295 名 

永年会員 20 名（8 名） 68 名 

名誉会員 1 名（0 名） 31 名 

法人・法人特別会員 2（6 社） 23 社 

購読会員 0（1 名） 1 名 
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２ 理事会及び評議員会の開催 

会議の種類 実施回数 実施期日 

理 事 会 ３ 

  令和６年 ５月２０日（月） 

  令和６年 ６月 6 日（木） 

令和７年 ２月２７日（木） 

 

評議員会 1 令和６年６月６日（木） 

 

 

 

３ 組織の確立と強化 

  業務運営組織を確立し、執行理事等の任務役割を明確にして責任ある運営を実施し

た。 

  新たに５名の学術有識者に顧問委嘱をして国防思想の普及啓発を更に推進する体制

に整えた。 

以上 


